














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































関連テクスト群の形で. 18, 19, 20世紀そして21世紀
の小説もしくは中・短編小説の抜粋も学習可能。
世界を見つめ，多様な世界を産み出す
現実世界を問うためのフィクション
・写実主義もしくは自然主義美学に属する説話的
作品とテクストを発見する。
・社会の表象という領域において、 19世紀の写実
主義もしくは自然主義小説が何を目指していた
のかを理解する。
・幻想物語がこの美学に属しつつ． いかに現実世
界の地位と限界を間うているかを理解する。
・現実の表象において，登場人物が表象される方
法について，および登場人物の役割について考
察する。
以下を学習：
・歴史の年間学習計画（テーマ2．3「19世紀におけ
るヨーロッパと世界」および「19世紀フランスにお
ける社会．文化，政治｣）との関連から、写実主義
もしくは自然主小説1編あるいはいくつかの中・短
編小説。同じく，写実主義もしくは自然主義小説あ
るいは中・短編小説の映画もしくはテレビによる翻
案に依拠することも可能である。
および
幻想中・短編小説（全編を読む）
世界に働きかける
情報を与える，情報を得る，情報を歪める？ 以下を学習：
．さまざまな媒体上で，そしてさまざまなフォー ・新聞･雑誌そしてさまざまなメディア（新聞雑誌
マットで報道記事ルポルタージュ， イメージ ラジオの録音もしくはテレビの録画，デジタルメ
を発見する。これらは同じ出来事もしくは共 デイア）のテクストと資料。この学習は．新聞．雑
通の社会的問題．テーマに関連する。 誌とメディア週間と関連づけて， このイベントの事
前学習あるいは事後学習の形で実施可能である。
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情報源を確認すること．突き合わせることの重
な圭
要性，生の事実と情報の違い．文章を書くこと．
短縮して引用すること．モンタージュすること
による効果を理解する。
情報の編集方法の変遷について考察する。
同じく，プロパガンダの目的で構想されたテクストや
資料．あるいは情報操作を示すテクストや資料も利用
可能である。
同じく、新聞・雑誌と報道業界を扱った. 19,20,21世
紀の小説．中・短編小説．映画の抜粋も学習可能であ
る。
補足的問題提起（選択により，少なくとも1年に1つ）
都市，あらゆる可能性が存在する場所？
・都市をその多様性複雑性そして矛盾において
表象する作家一詩人，推理小説の作者, 19･20
世紀の主要小説家一および芸術家に．都市が
どのようにインスピレーションを与えているか
を提示する。
・都市空間の表象の両義性について考察する：都
市は逃避， 自由，出会い．発見の場所であると
同時に， 《堕落》，孤独幻滅，恐怖，あるいは
ユートピアの場所である。
・巨大都市の発展から生じうる帰結について考察
する。
以下を学習もしくは利用可能：
・都市空間を対照的に表象している19世紀から今日に
しシ
至る主要小説から抜粋した描写と物語。
・都市のユニークで詩的なヴィジョンを提示するテク
スト。
推理小説空想科学小説における都市の重要性を学習
することも可能である。
同じく，映画，漫画写真集の抜粋を利用することも
可能である。
自由な問題提起。
コレージュ第4学年
コーバス
資料体の指示
’
文学上の論点と個人の形成に関わる論点
自分を探し， 自分を作る
自身を語る， 自身を表象する
・自身について書くこと． 自画像のさまざまな形
を発見する。
・自身を語る．あるいは自身を表象する企ての理
由と意味を知る。
・自身を把握し，真実を探求する努力を認識する。
・自身に関する物語あるいは自画像の構成の理
由と効果について考察する。
以下を学習：
・自伝もしくは自伝小説に属する本を一冊（全編を読
む)。
もしくは
・自身に関するさまざまな形式の物語あるいは自画
像と呼べる多様な世紀・ジャンルに属する作品の抜
粋：エッセー．回想録． 自伝． 自伝小説日記およ
び私的書簡等。
関連テクスト群は他の芸術（絵画，写真もしくは動
画一ヴィデオもしくは映画）における自画像もし
くは自伝の重要な例を含むことができる。
社会に生きる，社会参加する
社会の欠点を告発する
．異なる芸術・ジャンル・形式に属する風刺的狙
いをもつ作品．テクスト， イメージを発見する。
以下を学習；
・古代から今日に至る．異なる文学ジャンルあるいは
文学形式に属する作品， もしくはテクスト （特に風
刺的な詩小説寓話哲学認もしくは滑稽謹．
パンプレ
攻撃文章)｡
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アイロニー
風刺の理由．狙い．様態皮肉の効果．および
アイロニー
皮肉が駆使する誇張艇め．意味のずらしの効
果を理解する。風刺の機知を評価することがで
きる､ さらにその効果と限界を把握できる。
風刺的喜劇の道徳的．社会的意味について考察
する。
および
・新聞・雑誌あるいはポスター．漫画本の絵。
同じく，風刺的な狙いのある公演ラジオもしくはテ
レビ番組．デジタル創作の抜粋も利用可能。
世界を見つめ，多様な世界を産み出す
詩的な世界観
・ロマン主義から今日に至る．主に詩に属するテ
クスト．作品を発見する。
・私たちの世界存在を称賛し、増強するため．そ
してその意味を問うために，詩は言語のあらゆ
る可能性を駆使することを理解する．
・詩的テクストの美しさへの感受性を澗養する，
そして詩的テクストがそれを読むという経験に
よって読者が感じるよう誘う．世界との関係を
考察する。
以下を学習
・ロマン主義から今日に至る詩あるいは詩的散文から
なるテクスト。世界観の多様性および．その世界観
がさまざまな美学に属していることを理解する。関
連テクスト群には絵画における風景画の重要な例を
含むことができる。
世界に働きかける
国家の中で行動する：個人と権力
．さまざまなジャンルに属し．重要な歴史的大変
動に|卿連した20世紀のテクストと作品を発見す
る。
・いかなる点において．文学テクストは歴史資料
という位置付けを超えるのかを理解する。また．
なぜ文学テクストは歴史的証言．修辞上の効果
以上のものを目指すのかを理解する。
・社会問題への参加レジスタンスの概念につい
て考察する。そして学習中の作品・テクストを
特徴づける歴史との関係について考察する
以下を学習：
・歴史の年間学習計画との関連から（20世紀の学習．
テーマl 「ヨーロッパ．総力戦の主戦場｣)．世界大
戦，両大戦間の社会． ファシズム体制．全体主義体
制など20世紀の歴史を眺望する作品全体もしくは
作品の大部分（全編を読む)｡
さまざまな文学ジャンルに属する他の作品の抜粋， 同
じく絵画作品あるいは映画作品の抜粋も学習可能。
補足的問題提起（選択により，少なくとも1年に1つ）
レシ
SF小説中短編小説，空想科学物語を学習すること
も可能である。新聞・雑誌および諸メディアから発せ
られたテクストや資料（新聞あるいは雑誌の記事． ラ
ジオあるいはテレビの録音･録画．デジタルメディア）
に頼ることも可能である。
科学の進歩と夢
．時に称揚．神話化され． また時に反発あるいは
失望の対象となった科学の進歩について．特に
19世紀における科学の進歩という考えについて
考察する。
・諸科学と文学の関係について．特に学者天才
的創造者慈善家の人物像あるいは有害で悪
魔的な人物像が登場する作品を通じて考察する。
・科学技術の進歩を考え．想像し、 さらに予見し
ようとさえする芸術の野心について調べる。
自由な問題提起。
210
フランス義務教育課程第4学習期の学習指導要領（フランス語）
さまざまな授業との接点
生徒の一貫した養成に貢献する以下の接点は，科目間の垣根を外した各科目の取り組み，そして
道徳・市民意識の養成への全ての科目の対応を支援する。
フランス語と古代語
フランス語の授業は絶えず古代語と遭遇している。古代語により，異なる文字体系と構文体系を
発見できる。古代語はフランス語の歴史についての考察を引き起こす。古代語は語彙の獲得に寄与
レフェランス
し，言葉の意味を解き明かす｡古代語は文化の地平を開き．文化的知識を拡大する。これらの地平．
レフェランス
知識は絶えず．文学的芸術的，科学的創作の糧となってきた。
つまり，古代語はフランス語とロマンス諸語の授業，歴史の学習指導要領芸術史（絵画，彫刻，
建築声楽演劇等）と美術教育の接点に位置する。古代語は数多くの読書案内， とりわけ神話，
信仰．英雄を中心とした読書案内を提供する。 |司じく生徒は古代の作品と近・現代の作品とのあい
だの反響もしくは隔たりを吟味することができる。生徒は作品のコレクションを編み．それから発
想を得て個人的にリライトし，古い神話を近代がどのように転換（演劇映、小説詩等）して
きたのか調べることができる。生徒はまた地域の考古学上の遺産を調査することも可能である。
フランス語と現用外国語もしくは地域語
生徒からすると、 自身が学習するさまざまな言語とフランス語との比較からは学ぶところが多
い。これは言語システムの一貫性，言語システムの類縁性，あるいは相違，関係についての考察を
育成する。
比較は，構文および語彙上の類似点と相違点を対象としうる。比較により異なる語族に共通す
る基盤を同定し，単語の意味を豊かにするために類縁性を探索し、 それぞれの言語にはその言語固
有の世界観があることを理解することができる。語彙の借用や他の言語への伝播のいくつかの例
は．それが古いものであれ最近のものであれ，言語とは生き物であり，絶えず変異していることを
生徒に示す。
それぞれの言語がどのように動詞と時制のシステムを構築し論理関係を表現しているかを，対
比的に検討することからも得るところは多い。それは，文法用語を可能な限り一致させる機会にも
なるだろう。
同じく、異なる文化から生まれた文学作品を比較することもとても有益である。地域ヨーロッ
パを代表する．そして世界的な文学遺産作品をフランス語で読むこと．特にフランス文学に大きな
影響を残した作品を読むことは．共同作業の機会となる。また．原語による抜粋に触れ， これらの
作品を生み出した文化的コンテクストを理解する機会にもなりうる。これらの作業は． 同じくフラ
ンス語圏の文学を対象に行われれば， フランス語による表現には複数の形式があり． これらの形式
は創造によりフランス語の実践を豊かなものにしていることを．生徒に示すことができる。
フランス語，歴史，道徳・市民教育
フランス語と歴史の共同授業や連携授業はテクストの学習と歴史上の時代の学習を年代的に一致
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させることに限定されるわけではない。これらの授業は．学習期のそれぞれの学年において．読み
のテーマをより細かい問題提起に落とし込むことにより可能となる。学習指導要領で教えることが
コンピテンシー
義務付けられている項目以外にも， フランス語教員は歴史の学習指導要領に示されている技能の
構築にきわめて重要な貢献をする。これは特に，歴史的史料の同定と分析に該当する。
多種多様な学習活動の実施とその成果はあらゆる時代の探検者の旅行記，東洋のおとぎ話異
文化との関係を証言するオリエント風の物語，中世社会の舞台表現，ヴェルサイユ宮殿での王の娯
楽フランス革命によってもてはやされた英雄のモデル．あるいは第二次世界大戦中に書かれた政
治参加の詩などに具体的な意味を与えうる。
コンピテンシー
道徳・市民教育の学習指導要領の問いは．論証的技能の構築に効果的なトレーニングである調
査や討論の実施に適している。
フランス語と芸術
芸術史の学習指導要領は，文学，造形・視覚芸術，音楽建築舞台芸術，映画の間の連結点を
数多く提案している。生徒は，芸術家が先行する作品や世界観を自身のものとし，その意味をずら
し，あるいは変形する方法に関心を抱く。さらに．時代の証言とも言える運動・流派を芸術家が作
る際の継続性・断絶・手法に，関心を抱くよう促される。同じく生徒は，今日の世界そして現代芸
術に固有の引用の仕方,交配･雑種形成の形態を学ぶことも可能である。建築都市計画.風景（現
実の， また想像上の）の変遷，あるいは空間上のユートピアについて学ぶことで，地理との関連を
築くことも可能である。
コーパス
イメージの分析に固有の領域はいくつかの科目に分割されている。これらの科目は，資料体の学
習・分析の際に用いる語彙の借用を互いに調整することによって得るところが大きい。
フランス語と他の知の領域
フランス語は科学も含めた他のあらゆる科目における表現の質の向上に寄与する。フランス語
教員は図書資料室と司書教諭とともに．－これからは教育のあらゆるレベルに存在する－情報
コンピチンシー
を処理し， メディアについて知り． メディアを使いこなすことに欠かせない技能の育成に留意す
る。
212
